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磁石とバネの衝突
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バネが飛ぶための条件

バネが衝突した瞬間に縮む事

磁石から受ける吸引力より
弾性エネルギーの方が大きい事

伸縮する物体が
磁石球に接触している事



ガウス加速器とは

v0 v磁石球 鉄球

射出速度の減衰率を測定する



射出速度の測定方法

高速カメラで衝突の様子を
240コマ/秒で撮影

コマ送りして鉄球の 
位置を測定・速度を計算

方法の精度を 
2種類の実験で検証

（計算した速度)と(測定した速度)を比較する



DOUBLE CHECKING
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カメラの速度測定に一定の精度あり



射出速度の減衰モデル

仮説

dv
dn = �kv

logv = �kn+ logA

射出速度は連結球1個につき 
一定の割合で減少する

v = Ae�kn



実験結果
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仮説が実証されたグラフが1次関数



連結球の材質と加速率
加速率の定義
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考察

減衰率は連結球の材質が持つ弾性係数に依存する

鉄球は磁石による吸引から脱するために余分なエネルギーが必
要
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